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学 習 活

「県史を学ぶ会」 (

開催日

第 1回  '84 33
第 2回   47
第 3回    512

第 4回   62
第 5回   77
第 6回   91
第 7回   106
第 8回   1110
第 9回   1223
第10回  '85 115
第11回    22
第12回    32
第13回    46
第14回    511

第15回    61
第16回    76
第17回    97
第18回   105
第19回   112
第20回   127
第21回  '86 111
第22回    2 1
第23回    31
第24回    45
第25回    517
第26回    67

第27回    712
第28回    96
第29回   104
第30回   11.8

動 覧 (19842～ 1988.9)

研究担当 (新井 一弘、植山 淳 )

1988年 2月「第 44回 J以降は「県史を学ぶ会―明治編一Jと なる )
内             容

「真土事件甲末上申書」ほか 『 神奈川県史・資料編13』 (以下第27回 まで )
「真土騒動日記之文書」

「真土騒動日記之文書J(続 き、12月 1日 以降 )
県下第22大区町村戸長等連名の冠弥右衛門以下の減刑「嘆願書」

「真土事件之書類」

「瀬谷村の地租改正反対運動」

読書会 遠山茂樹『 明治維新と現代 』、色川大吉『 自由民権』(共に岩波新書 )
「瀬谷村の地租改正反対運動」 (続 き )

自由民権運動「国会開設ノ儀二付建言Jほか
討論会  「学芸講談会」「八王子第15暖鳴社J「顕猶社」の各会則について
「私擬五日市討論会概則J他史料六つ

「融貫社規則」「愛甲婦女協会倉」立主意書」「肥塚龍の国会論」

討論会  「愛甲婦女協会J「肥塚の国会論」について
「五日市憲法草案J

討論会  「五日市憲法草案Jについて (喫 鳴社草案、大日本帝国憲章との比
較 )

(千葉卓三郎「王道論」について )

「湘南社員の政府論および主権論」

「南多摩自由党員名簿」「愛甲郡自由党Jほか
神奈川県の立憲改進党について

討論会 嘆鳴社の活動状況、「=色騒動」について
「武相困民党Jについて

「武相困民党Jについて (続 き )
「地租軽減延納運動Jについて ほか
討論会  「武相困民党J評価の変遷について
『 三多摩自由民権史料集 下巻 』所収の困民党事件関係史料の検討
同前 (続 き )

「国会開設期限短縮・三大事件建自・条約改正反対運動J

討論会 国会開設期限短縮建自書の比較 (石坂昌孝ら明治18年 4月提出のも
の、吉野泰蔵ら明治18年 1月 作成のもの、『 自由党史 』のもの )

「鉄窓日誌草稿J

『 川崎警察署文書 』1

『 川崎警察署文書 』2

「大師河原村の紛争」『 り|1崎警察署文書 』3
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12.6 「大師河原村の紛争J『 サII崎警察署文書 』4
110 「大師河原村の紛争」『 り|1崎警察署文書 』5
2.7 「衆議院議員選挙をめぐる各候補者の動向」『 り|1崎警察署文書 』6
37 「衆議院議員選挙をめぐる各候補者の動向J『 り|1崎警察署文書 』7
47 「衆議院議員選挙をめぐる各候補者の動向J『 ナll崎警察署文書 』8
52 「衆議院議員選挙をめぐる各候補者の動向」『 サ|1崎警察署文書 』9
6.6 「衆議院議員選挙をめぐる各候補者の動向」『 り|1崎警察署文書 』10 問題点
の整理

7H 「伊藤仁本郎 (痴遊 )の政談演説」『 りII崎警察署文書 』11
95 「伊藤仁太郎 (痴遊 )の政談演説」『 チ|1崎警察署文書 』12
103 「吉田正春の失望」『 サ|1崎警察文書 』13
117 「第 1回衆議院議員選挙当日の状況」『 り|1崎警察署文書 』14
125 「第 1回衆議院選挙における選挙法について」「候補者の出身地 。中央との
関わりJ

19 「各候補者の動向」「伊藤痴遊の政談演説覚え書」
「選挙区内各町村の社会情勢、地 l・I的特質」

2.6 「明治中期の京浜地域町村の実体的把握をめざして(1週
35 『 川崎警察署文書 』15
49 『 川崎警察署文書 』16
57 『 川崎警察署文書 』17     .
64 『 川崎警察署文書 』18
72 『 川崎警察署文書 』19
93 『 川崎警察署文書 』20

第43回  '88

第44回

第45回

第46回

第47回

第48回

第49回

第50回

「県史を学ぶ会

第 1回 '88 2
一幕末開港編―」

6 「海防策の推移」 (寛政期～文政期 )『 神奈川県史・資料編 10』
5 「幕末期の海防をめぐつて」 (天保期～嘉永期 )
9 「会津藩の警衛と相武農民J
7 「相州における会津藩の統治」
4 「川越藩による相州沿岸警備の開始J .
2 「川越藩による相り11支配」
3 「川越藩の警衛とサラセン号の来航」

第 2回

第 3回

第 4回

第 5回

第 6回

第 7回

3

4

5

6

7

9

「勉 強 会」
「地域と歴史科学 一京浜歴科研のめざすもの一」
第 1回 '85 32 ｀歴史科学 ″ レポーター奥田晴樹、コメンタニ大湖賢一
第 2回    46 く

地域史
″  レポーター内田修道、コメンター新井一弘

「近代国家形成期の地域をめぐる諸問題 一研究史の到達点と理論 方法の問題―J
テキス ト 大石嘉一郎『 日本地方財行政史序説 』(御茶の水書房、1961)

第 1回  '85 97 「序章 課題と方法J、 「第 1章 明治維新と地方制度の沿革」
レポーター伊東富昭
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第 2回 '8511.2
第 3回  '8T6 1.11

第 4回   2.1
テキスト 原口

第 5回 '86 3.1

第 6.回   4.5
第 7回   5、 17
第 8回   6.7

第 9回   7.12

「第 2章  自由民権期における経済発展と諸階級」レポーター奥田晴樹
「第 3章 自由民権運動と地方自治Jレポーター内田修道
「第 4章 地方自治制の成立J、 「終章 総括と展望」レポーター新井―弘
清『 日本近代国家の形成 』(岩波書店、1968)

「序説 日本近代国家の成立をめぐる問題点」、「第 1章 中央集権国1家の
成立」レポーター青山永久

「第 2章 国家の自立と近代化」レポーター大湖賢一
「第 3章 明治国家権力の原型‐―「大久保政権」―」レポーター内田修道
「第 4章 ブルジョア革命への日本の道」、「終章 日本近代国家の成立」
レポーター植山 淳
「近代国家形成期の地域をめぐる諸FHl題」 (総括学習 )

第 3回

第 4回

第 5回

第 6回

第 7回

第 2回

第 3回

連続講座≪歴史に学ぶ≫

第 1回 '86 9.6  服部之総との出合い 一鎌倉アカデミアの学習体験― レポーター新井一弘
第2回   10.4 戦後歴史学とは何か ―遠山茂樹『戦後の歴史学と歴史意識』を手がかりに一

レポーター内田修道

11.8  百姓一揆研究の伝統 一林基『 百姓■揆の伝統』から一レポーター伊東富昭
12.6  マイネツケを読む 一『歴史主義の成立』― レポーター青山永久
'87 1.10  歴史認識の方法と世界史像 ―上原専禄『歴史学序説 』(大明社 )を中心に一

レポーター奥田晴樹

2.7  自本近代1国家論 ―中村政只りの所説を申心に一 レポーター大湖賢一
3.7  書評 鈴木裕子著『 フエミニズムと戦争 ―婦人運動家の戦争協カー』
レポーター奥田和美

「明治前期の地方と地1方制度」

テキスト 大島美津子『明治のむら』(教育社、1977)
第 1回 '87 4.4 「概観」、「 1章 明治維新と村落」、「 2章 三新法の制定J

レポーター内田修道

5.2  「 3章 自由民権運動の激化と17年の改正」、「 4章 町村市1体制の形成」
レポーター大湖賢―

6.6 「 5章 明治20年代の村」、「 6章 資本主義確立期のむら再構築」
レポーター植山 淳

テキスト 坂野潤治『 明治憲法体制の確立 』(東大出版会、1981)
第 4回 '87 7.11 「序論 課題と方法」、「第 1章 日清戦争前の政治対立」第 1節

レポーター内田修道

第 5回    95 「第 1章第 2節」 レポーター青山永久
第 6回   10.3 「第 2章 日清戦争後の政治対立J第 1節、第 2節 レポーター柴田洋子
第 7回   11.7 「第 2章第 3節、第 4節」 レポーター新井―弘
第 8回   12.5 「第 2章第 5節J、 「結語」 レポーター伊東富昭
テキスト 内田修道「議会政治の発足と県政J(『 神奈川県史 』通史編 4 第 2編第 3章 )

第 9回 '88 1=9    レポーター植山 淳
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「フィール ド・ ワーク」

第 1回 ′85 4.14 「
｀
真土事件

″
を歩く」 参加者22名

第 2回    11.17 「小野路に民権をさぐる」 参加者17名
第 3回 86 4.13 「り‖崎 ―宿場から工都ヘー」 参加者24名
第 4回   11.9 「開港・維新を読む」 (神奈川県立文化資料館 )参 加者17名
第 5回 '87 4.12 「神仏分離・鎌倉を歩く」 参加者39名
第 6回   11.15 「神奈川の自由民権を読む」 (町田市自由民権資料館 )参 加者19名
第 7回 '88 4.17 「金沢八景の歴史を歩く」 参加者300余名

「公開シンポジウム」

第 1回 '86 12.22 『 神奈川自由民権研究の再検討 』 於 横浜市開港記念会館 (関内 )
報告①内田修道「神奈川の自由民権運動の特質を考える

一豪農層の地域秩序編成構想の特質と民権主義―」

②新井一弘「自由民権運動期の橘樹郡について」

③大湖賢一「野村靖建自書にみる官民両権主義」

第 2回 '87 1.25 『 神奈川地域史研究の現状と課題 』 於 野毛地区センター (桜本町 )
①市町村史編纂、文書館・資料館の状況 ②文化財・遺跡保存運動の状況
③市民の学習会・郷土史研究の動向 ④婦人の学習会・女性史研究の動向

第 3回 '88 1.31 『京浜の民権家 』 於 中原市民会館 (武蔵小杉 )
①島田二郎 ②佐‐藤貞幹 ③山田泰造 ④上田忠一郎、井田文三、岩田道之助

「公開講座」

公開講座「神奈川の歴史に学ぶ」

第 1回 '87 8.21 岡本勇先生「原始神奈川を掘る」
川島敏郎先生「富士山噴火 一宝永噴火をめぐる地域と幕政―」

822 池永二郎先生「武土の世 ―中世の神奈川」
石井喬先生「43万発の焼夷弾 ―横浜大空襲一」

8.23 後藤正吉先生「東国唯一の貿易港 ―鎖国以前の浦賀―」
内田修道「自由民権期の神奈川」

「合  宿」
第 1回  '86 8.30・ 31 テキスト古島敏雄編『 日本IIm主制史研究 』(岩波、1958)於  三浦海岸
第 2回 '87 3.28・ 29 テキスト佐々木潤之介『 幕末社会編 』(塙書房、1969) 於 鵠沼海岸
第 3回  '88 3.27・ 28 テキスト遠山茂樹1編『近代天皇制の成立 』(岩波、1987)於  三浦海岸
第 4回    8.28・ 29 テキスト青木美智男、河内八郎編『 開国 o講座日本近世史7』

(有斐閣、1985)

加藤祐三『 開国異変 』(岩波新書、1988)   於 鵠沼海岸
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